
 
 

 
心臓血管外科専門医認定機構では、2011 年 8 月 8 日付けの「心臓血管外科専門医認定機構からの重要

なお知らせ」で、以下のことを通知いたしましたが、一部間違いがありましたのでご連絡いたします。 
 

データベース入力の義務化について 

外科専門医は 2011 年 1 月 1 日より NCD データを利用することが決定しています。 
 
「外科専門医は 2012 年 1 月 1 日より NCD データを利用することが決定しています。」とお知らせし

ましたが、実際は「外科専門医は 2011 年 1 月 1 日より NCD データを利用することが決定しています。」

の間違いです。 
 
外科専門医新規申請を目指している先生、および心臓血管外科専門医更新をせずに外科専門医の更新

申請を目指している先生は、2011 年 1 月 1 日から 2011 年 12 月 31 日までの手術症例を NCD へデータ

入力することが必要です。必ず 2012 年 3 月 31 日までに入力を終えるようにしてください。また、JCVSD
参加施設でも外科専門医取得、更新に必要で JCVSD より登録できない外科処置、手術症例（詳細項目は

外科専門医規則を参照ください）は NCD より登録するように該当者にお伝えください。 
なお、全例を JCVSD に登録している施設でも、NCD への利用者登録は必要です。 
 
心臓血管外科専門医も、新規申請・更新申請ともに、2012 年 1 月 1 日以降の手術症例から、NCD ま

たは日本心臓血管手術データベース（JCVSD）への登録を義務付けることになりました。さらに、2013
年 1 月 1 日以降の手術症例から、心臓血管外科専門医としては外科専門医（NCD）共通項目である 13
項目のみの入力では 1 症例の登録として認めないことになりました。 

 
 心臓・胸部大血管手術については、JCVSD が要求する術前リスクや術後アウトカムも含めた項目を入

力して、1 症例の登録と認めることになります。心臓・胸部大血管手術を行っているもののまだ JCVSD
に参加していない施設は、できるだけ早い段階で JCVSD に参加して下さい。 

腹部大動脈以下の末梢血管外科手術についても同様に、予後情報を含む NCD 血管外科分野の登録が必

須となります。（胸部大動脈のステントグラフトについては NCD 血管外科分野の登録でも可とします） 
 
貴施設に勤務中の修練医の先生方にも周知徹底をよろしくお願い申し上げます。 
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